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連立不等式 x ≧ 0, y ≧ 0, x+y < π
2
, tan(x+y) ≦

√
3を満たす平面上の点 (x, y)

全体の領域をDとする．以下の問いに答えよ．

(1) 領域Dを平面上に図示せよ．

(2) 点 (x, y)が領域Dを動くとき，t = 3x+ 2yのとり得る値の範囲を求めよ．

(3) 点 (x, y)が領域 Dを動くとき，2
√
3 cos2

(
3
2
x+ y

)
+ sin(3x + 2y)の最大値と

最小値を求めよ．

(23 三重大 後 工 2)

【答】

(1) 略
(2) 0 ≦ t ≦ π

(3) 最大値 2 +
√
3，最小値 0

【解答】

D :

{
x ≧ 0, y ≧ 0, x+ y < π

2
…… 1⃝

tan(x+ y) ≦
√
3 …… 2⃝

(1) 1⃝より 0 ≦ x + y < π
2
であり，この範囲における

π
3

π
3

傾き − 3
2

x

y

O

不等式 2⃝の解は
0 ≦ x+ y ≦ π

3

である．したがって

D :


x ≧ 0

y ≧ 0

x+ y ≦ π
3

であり，領域 D を図示すると右図の斜線部分となる．
(2) 点 (x, y) が領域 D を動くときの t = 3x + 2y のと
り得る値の範囲は，Dかつ t = 3x+ 2y をみたす x, y

が存在するような tの値の範囲であり．これは領域 D と直線 y = − 3
2
x+ t

2
が共有点をも

つような tの値の範囲である．

直線が点 (0, 0)を通るとき t = 3 · 0 + 2 · 0 = 0

直線が点
(
π
3
, 0

)
を通るとき t = 3 · π

3
+ 2 · 0 = π

であるから

0 ≦ t ≦ π ……（答）

である．

(3) F = 2
√
3 cos2

(
3
2
x+ y

)
+ sin(3x+ 2y)

とおく．半角の公式を用いると

F = 2
√
3 · 1 + cos(3x+ 2y)

2
+ sin(3x+ 2y)

= sin t+
√
3 cos t+

√
3 (∵ t = 3x+ 2y)

= 2 sin
(
t+ π

3

)
+

√
3



2

(2)の結果より， π
3

≦ t+ π
3

≦ 4π
3
であり，−

√
3
2

≦ sin
(
t+ π

3

)
≦ 1であるから，F の

最大値は 2 · 1 +
√
3 = 2 +

√
3 ……（答）

最小値は 2 ·
(
−

√
3
2

)
+

√
3 = 0 ……（答）

である．


